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「討議資料」 

近年の日本の状況は、諸外国から「子供の貧困大国」と呼ばれており、特にひとり親世帯の貧困率は約５

割にものぼり、先進国の中でも最悪の状況です。子供の貧困は外からは見えにくく隠れた貧困と言われ

ており、多角的な政策が必要です。その一つに「こどもの居場所づくり」があり、行政が市民のボランティ

ア活動を支援し、地域の力を結集して子供の貧困対策に取り組む重要性を議会で訴えました。 

行政が地域と一体となって子供の貧困対策への取組を 

第９号 

宮内の意見…厳しい社会情勢が続く中で経済的に困窮し、誰にも相談できずに孤

立しているご家庭が増えている。日本の相対的貧困率は 15.4%で、特にひとり

親家庭の貧困率は 48.1%と非常に高く、苦しい状況がうかがえる。行政が地域

と一体となって、こども食堂などの「こどもの居場所」の支援を強化し、長期的に

サポートする公助の仕組みをさらに充実していただけるよう議会で訴えました。 

 

 

 

ひとり親家庭や子育てに困っている親子が気軽に集え、

地域と交流できる「こどもの居場所づくり」支援を！ 
 

 

※こども食堂は、子供から高齢者まで幅広い地域住民が繋がり、多世代交流の場所になっています。 

 

 

宮内の質問①…こどもの居場所ポータルサイトの開設と今後の運用は？ 

市の答弁…令和５年中の開設を目指して準備を進めている。 

宮内の質問②…「こどもの居場所」の周知や広報は？ 

市の答弁…こどもの居場所のロゴマークを作成し、市内の小学生や中学生に配布

して、こどもの居場所について多くの親子に向けて周知していく。 

宮内の質問③…こどもの居場所づくりの機運を高めるための今後の方針は？ 

市の答弁…地域が一体となって取り組むことが重要と考えており、今後さらに支

援を充実させ、これからも市民の皆様の取り組みを応援していきたいと考える。 



 

 

 

市内小学校の ICT教育について９月議会で取り上げました！ 

パソコン端末の持ち帰りについて質問しました 
 

 
宮内の質問…ランドセルが重い現状を少しでも改善するために、自宅

にパソコンがある児童はそれで代用したり、毎日ではなく必要に応じ

て持ち帰りにするなど、より柔軟で選択的な対応にしていただける

と、子供たちのタブレット端末の持ち帰りに伴う精神的および身体的

な負担が軽減されると思うが、それについてはいかがか？ 

 

教育委員会の答弁…タブレット端末の持ち帰りについては、各学校に

おいて子供たちの実態に即した対応をしており、クラウド利用による

家庭の端末の利用が可能であることも各学校に周知している。個々の

ケースについては、学校と保護者で十分に相談していただくことが重

要であると考えており、適切な対応を引き続き促していく。 
 

※学校で現在使用

しているパソコンは

重さ約１．５キロで、

ペットボトル３本分、

ノート 10 冊分に相

当する重さです。 

 

その他の活動 

荒川の清掃 

介護の職業体験 

わたしも２人の小学生の子育て

をしていますが、子供たちの荷

物はとても重く、「ランドセル症

候群」という言葉もあります。ラ

ンドセルに加え、水筒、体操着、

上履き、絵具や習字セットなど

もあり、少しでも荷物が軽くな

るよう対策をお願いしました。 

戸田市サイエンスフェスティバルで科学を楽しく学びました 

金野県議とともに、助産師さんを 

招いて産後ケアの勉強会をしました 

 

子ども会の公園掃除 

５３０運動 

敬老のつどい 
町会の夏祭り 

 


